
 令和2年度予算額 千円
（前年度予算額 千円）

①カーボン・オフセット（継続）

（１）「住宅用蓄電池システム」の補助対象への追加

【３つの新宿の森でのカーボンオフセットよるCO2吸収量】

【令和2年度助成内容】

②新宿の森自然体験ツアー(伊那・沼田・あきる野)
　
「

※一般社団法人環境共創イニシアチブが補助対象機器として指定して
　いるもの又はそれに準じた性能を持つと区長が認めるもの

（２）「集合住宅共用部LED照明設置」の補助継続
●区の率先した取組
庁内の使い捨てプラスチック使用製品削減の推進

【令和2年度助成内容】

施工経費の５０％（上限額300,000円）

（令和元年度実績（12月末現在））

・太陽光発電システム等と組み合わせ、再生可能エネルギーを有効活用。
・災害時等の停電時にも電力利用が可能。

取 材 先 環境清掃部環境対策課長　向　（電話 03-5273-3762）

   区では自らが率先して地球温暖化対策に取り組むとともに、区民・事業者
への啓発や省エネルギーへの取組の促進・支援を行います。

補助金総額

　省エネ診断を基に、中小事業者の省エネ行動を積極的に支援します。
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事 業 名 地球温暖化対策の推進 予 算 ( 案 ) の 概 要

91,441
予 算 額

89,653
（拡充・継続）

新宿区役所本庁舎の年間電気使用量
から排出されるCO2の約１/３相当が
削減されました！

平成30年度
363.75ｔ-CO2

　区では、区外の森林を保全して、CO2の吸収を促進し、区内のCO2排出量の一部と相
殺する自治体連携によるカーボン・オフセットを長野県伊那市、群馬県沼田市、東京都あ
きる野市と引き続き実施していきます。

　令和元年８月１日に「庁内における使い捨
てプラスチック製品の使用削減取組方針」を
決定し、試行に取り組んでいます。
　
・区が主催する会議等においては、原則とし
てペットボトルによる飲料提供は行わない
・職員はマイボトルやマイカップの利用を推
進すること等

　令和２年４月１日から正式に運用していき
ます。

　「新宿の森・伊那」では、毎年
度、区民を対象とした森林散策
や、工作体験などを行う自然体
験ツアーを実施しています。

補助金総額 件数

　区内に集合住宅を所有し、当該住宅に機器を設置する管理組合等を対象として、補助金を交付しま
す。

補助要件

件数 補助要件

1,000,000 1kWhあたり10,000円
（上限額100,000円）

10件

②既設照明器具からLED照明器具への交換工事

916個（本）の照明がLED化され、約63,851kWｈの節電効果がありました！

7,500,000 25件 ①照明器具の取り付け方が、つり下げ形、じか付け形、埋込み形、又は壁
付け形のもの

区会議体における飲料の提供方法について

試行前 12月調査

 

  
飲料の提供会議数 

提供方法の内訳 

ペットボトル 缶 紙パック 
リユースカップ 

（茶器等含む） 

試行前 ５３/９１ 49 0 0 4 

12 月調査 ４８/９１ 4※ 11 23 10 

リユースカップ

(茶器等含む)

ペットボトル

ペットボトル

缶

紙パック

リユースカップ

(茶器等含む)

お申し込み後、資格を持った技術者が、現場にお伺いし、

設備面を調査し、運用面からお話を伺います。

診断結果から、事業者の皆さんの実状にあった省エネ

提案を行います。

【拡充策】

※事業者向けLED導入補助

※省エネアドバイス複数回実施

※国や都の補助金等の情報提供

効果的な取組については地

域の皆さんに紹介するとともに、

区から環境に優しい事業者とし

て表彰します。環 境 対 策 へ の 取 り 組 み

区民省エネルギー意識の啓発 53,898千円 （54,397千円）

事業者省エネルギー行動の促進 10,464千円 （10,433千円）

区が取り組む地球温暖化対策の推進 27,079千円 （24,823千円）

「新宿の森」森林整備事業


